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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第96期

第３四半期
連結累計期間

第97期
第３四半期
連結累計期間

第96期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 65,207 62,718 88,344

経常利益 (百万円) 1,812 2,143 2,394

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(百万円) 2,301 1,540 2,543

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,438 1,223 1,047

純資産額 (百万円) 44,932 43,438 43,541

総資産額 (百万円) 78,954 76,475 78,007

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 124.52 84.57 137.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.9 56.8 55.8
 

 

回次
第96期

第３四半期
連結会計期間

第97期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 28.97 44.75
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４．平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定している。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はない。

　また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、締結した経営上の重要な契約は以下のとおりである。　

(1) 当社が技術援助等を受けている契約

相手方の名称 国名 契約品目 契約内容 契約期間

ベネトンジャパン㈱ 日本国 シューズ
商標UNITED COLORS OF
BENETTON.の履物への使用

平成29年１月１日より
平成29年12月31日まで

 

(注) 上記の契約においては、ロイヤリティとして売上高の一定率を支払っている。

 

(2) 当社が技術援助等を与えている契約

相手方の名称 国名 契約品目 契約内容 契約期間

伊藤忠商事㈱ 日本国
ウェア、文房具類、
自転車等、履物以外
の商品

商標瞬足の履物以外の商
品への使用

平成29年１月１日より
平成31年12月31日まで

 

(注) 上記の契約においては、ロイヤリティとして売上高の一定率を受取っている。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、国内では雇用・所得環境の改善は継続したが、景気先行きの

不透明感により個人消費の回復は進まず、企業の設備投資も先送り傾向が顕著となった。海外では米国経済が好

調を維持し、中国をはじめとするアジア新興国や資源国の景気は持ち直しの動きが見られた一方、英国の欧州連

合からの離脱決定や米国大統領選挙の結果など予期せぬ事態が相次いだ。また原油価格が上昇に転じ、為替相場

は大きく変動するなど厳しい事業環境に直面した。

このような事業環境のもと、当社グループは企業価値の増大を目指して、お客様が求める商品・ブランド力の

ある商品創りに注力した。具体的には省エネルギー関連製品、環境対応製品、スポーツ健康関連製品など成長分

野とインフラ整備関連分野、およびグローバル化へと積極的な事業展開を推進するとともに徹底したコストダウ

ンに取り組んできた。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高62,718百万円(前年同四半期比3.8％減)、営業利益

1,844百万円(前年同四半期比35.3％増)、経常利益2,143百万円(前年同四半期比18.2％増)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益1,540百万円(前年同四半期比33.1％減)となった。

 

セグメントの業績は、次のとおりである。

〈シューズ事業〉

高機能スーパークッション「ソルボセイン」を搭載した「アキレス・ソルボ」は好調に推移したが、主力であ

るジュニアスポーツシューズのトップブランド「瞬足」は新シリーズを展開したものの海外ブランドの台頭など

により苦戦、またキャラクター商品の売上も伸びず、シューズ事業全体では前年売上を下回った。

シューズ事業の当第３四半期連結累計期間の業績は売上高12,448百万円(前年同四半期比9.2％減)、セグメント

利益(営業利益)は△1,018百万円(前年同四半期は△575百万円)となった。
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〈プラスチック事業〉

車輌内装用資材は、国内向けは採用車種の増産により伸長し、中国・北米マーケット向けも堅調に推移した

が、円高による外貨建売上高換算の影響により、全体では前年売上を下回った。

フイルムの国内事業は、電材用と印刷用が好調に推移し、前年売上を上回った。輸出関係は、窓用は好調だっ

たが、電材用で苦戦し前年売上を下回った。北米事業は、医療用は好調に推移したが、文具用は苦戦した。農業

分野は、生分解用が好調に推移し前年売上を上回った。

建装資材の床材・壁材は、新柄投入拡大の成果により、前年売上を上回った。

引布商品は、官公庁向けエアーマットや内需用ゴム引布が好調だったが、内需向けボートが伸び悩み、前年売

上を下回った。

プラスチック事業の当第３四半期連結累計期間の業績は売上高28,053百万円(前年同四半期比2.8％減)、セグメ

ント利益(営業利益)は2,565百万円(前年同四半期比38.4％増)となった。

 

〈産業資材事業〉

ウレタンは、寝具・車輌用など主力商品が好調に推移、また包装資材用も伸長し、前年売上を上回った。

断熱資材は、住宅、土木、畜産向けで回復が見られたものの、ボード製品は断熱機器関係、システム製品は建

築向け、パネル製品は仮設ハウス向け、スチレン製品は一般ブロックが低迷し、いずれも前年売上を下回った。

工業資材は、静電気対策品が半導体分野向けで海外顧客の新規需要獲得が進んだが、在庫調整と国内向け主要

製品の減少で、前年売上を下回った。

産業資材事業の当第３四半期連結累計期間の業績は売上高22,216百万円(前年同四半期比1.9％減)、セグメント

利益(営業利益)は1,939百万円(前年同四半期比18.8％増)となった。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は76,475百万円で前連結会計年度末に比較して1,532百万円

減少した。

資産の部では、流動資産は49,827百万円となり前連結会計年度末に比較して645百万円減少した。これは主に、

電子記録債権が983百万円、現金及び預金が676百万円、原材料及び貯蔵品が285百万円増加したが、受取手形及び

売掛金が2,117百万円、繰延税金資産が613百万円減少したことによる。固定資産は26,647百万円となり前連結会

計年度末に比較して886百万円減少した。これは主に、有形固定資産が768百万円減少したことによる。　

負債の部では、流動負債は24,389百万円となり前連結会計年度末に比較して1,100百万円減少した。これは主

に、その他流動負債が662百万円、未払金が305百万円減少したことによる。固定負債は8,647百万円となり前連結

会計年度末に比較して329百万円減少した。これは主に、退職給付に係る負債が215百万円減少したことによる。

純資産の部は43,438百万円となり、前連結会計年度末に比較して102百万円減少した。これは主に、利益剰余金

が808百万円、繰延ヘッジ損益が626百万円、退職給付に係る調整累計額が308百万円増加したが、為替換算調整勘

定が1,348百万円、自己株式の取得により593百万円減少したことによる。以上の結果、自己資本比率は56.8％と

なり前連結会計年度末に比べ1.0％好転した。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更およ

び新たに生じた課題はない。　

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針(以下、「会社の支配に関す

る基本方針」という。)、および当社株式の大規模買付行為に関する対応策(以下、「本プラン」という。)を定め

ており、その内容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりである。

 

①会社の支配に関する基本方針 　

当社は、経営の効率性や収益性を高める観点から、専門性の高い業務知識や営業ノウハウを備えた者が取締役

に就任して、法令および定款の定めを遵守しつつ当社の財務および事業の方針の決定につき重要な職務を担当す

ることが、会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものと考えている。また、当社は株式の大量取得を

目的とする買付が行われる場合において、それに応じるか否かは、最終的には株主の判断に委ねられるべきもの

と考えており、経営支配権の移動を通じた企業活動の活性化の意義や効果についても、何らこれを否定するもの

ではない。

しかしながら資本市場では、対象となる企業の経営陣との十分な協議や合意のプロセスを経ることなく、一方

的に大規模な買付提案またはこれに類似する行為を強行するという動きがある。これら大規模買付や買付提案の

中には、株主に株式の売却を事実上強要し株主に不利益を与える恐れのあるもの、買収の提案理由が不明確なも

の、対象会社の取締役会や株主が大規模買付の内容等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を

提案するための十分な時間や情報を提供しないもの、明らかに濫用目的であるもの等々、対象会社の企業価値ひ

いては株主共同の利益を毀損する恐れのあるものも少なくない。　

当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を毀損する恐れのある大規模な買付行為や買付提案を行う者は不適切であり、このような者に対しては必要かつ

相当な対抗措置をとることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えてい

る。

 

②会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み 　

イ．経営理念

当社グループは、多数の投資家に中・長期的に当社に投資を継続してもらうために、当社の企業価値ひいて

は株主の共同の利益を確保、向上させるための取組みとして以下のような施策を実施している。

　当社グループは、「お客様の真の満足と感動をいただける価値（製品、サービス、情報）の提供を通して豊

かな社会の実現に貢献する」という企業理念の下、多角的に事業展開を図り、各事業がその強みを発揮するこ

とで「企業価値の増大」を図り、全てのステークホルダーの期待と信頼に応えていく会社になることを目指

し、以下の重要課題に取り組んでいる。

　1) 生産性の向上

　 　　・生産技術力の強化

　　 　・生産設備の更新

 2) 物流システム改革　　　　　　　　　　　　　

　3) 新商品開発－製品化のスピードアップ　　　　　　　　　　　　　　　

　4) 人事組織改革　　　　　　　　　　　　　　

　5) 新規基幹情報システム導入　　　　　　　　　　　　　　　

　6) グローバル戦略の推進　　　　　　　　　　　　　　　

当社は創業以来、プラスチック加工技術力を継続して高め、配合技術・製膜技術・発泡技術・断熱技術・導

電化技術など特徴ある技術を開発し、これらを融合・複合化させ新たな商品を提供してきた。消費財としての

シューズ分野への積極的展開、また特に省資源や省エネルギーなど地球環境に配慮した製品を住宅資材(建材用

断熱材)、電子材料(太陽電池関連フィルム等)への製品化に展開している。また、防災テント、救命用ボートな

ど災害や新型インフルエンザなどの疫病に備えるための製品やサービスも提供しており、安心できる社会作り

に貢献している。
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ロ．コーポレートガバナンスの強化充実に向けた取り組み

当社グループは、企業理念として「社会との共生」＝「顧客起点」を基本に企業行動憲章、行動規範を制定

し、コーポレートガバナンス(企業統治)の充実に努めている。

また、会社法に定める内部統制構築に関する基本方針により企業統治に関する組織、規定を充実させ企業の

透明性・効率性・健全性をより高めるとともに、取締役、監査役の役割の明確化に努め「経営の効率化」、

「経営意思決定の迅速化」に注力している。

 

③本プランの内容(会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定

が支配されることを防止する取組み)

イ．本プランの目的

本プランは、会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決

定が支配されることを防止するための取組みである。

　当社取締役会は、当社株式に対して大規模な買付行為等が行われた場合に、株主が適切な判断をするため

に、必要な情報や時間を確保し、買付者等との交渉等が一定の合理的なルールに従って行われることが、企業

価値ひいては株主共同の利益に合致すると考えている。　

 このため、以下の内容の大規模買付時における情報提供と検討時間の確保等に関する一定のルール(以下「大

規模買付ルール」という。)を設定し、会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって大規模買付

行為がなされた場合の対抗措置を含めた買収防衛策として、旧プランを本プランとして更新した。

ロ．本プランのスキームの概要

本プランのスキームの概要は以下のとおりである。　

(a) 本プランは特定株主グループの議決権割合が20％以上となる買付行為を対象とする。

(b) 本プランを適正に運用するため、当社の業務執行から独立している社外監査役および社外有識者から選

任された３名の委員で構成された独立委員会を設置する。当社取締役会は独立委員会の勧告を最大限尊

重する。　　

(c) 当社取締役会は大規模買付者に意向表明書、必要情報の提出を求める。　

(d) 当社取締役会は、必要情報の提供を受けた後、対価を現金のみとする公開買付による当社全株式の買付

の場合は最長60日間、その他の大規模買付行為の場合は最長90日間を当社取締役会による評価、検討、

交渉、意見形成、代替案立案のための評価期間として設定する。

(e) 当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で対抗措置発動または不発動の決議をする。独

立委員会が対抗措置の発動について勧告を行い発動の決議について株主総会の開催を要請する場合、ま

たは、独立委員会から対抗措置発動の勧告を受けた上で、当社取締役会が株主の意見を反映すべきと判

断した場合には、当社取締役会は株主検討期間として最長60日間の期間を設定し、当該株主検討期間中

に株主総会を開催する。

(f) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しなかった場合には、会社法その他の法律および当社定款が認

める対抗措置により大規模買付行為に対抗する場合がある。当社取締役会がとる具体的対抗措置の一つ

として、対抗措置としての効果を勘案した条件を付して新株予約権の無償割当てを行う場合がある。

(g) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、当社取締役会は、仮に当該大規模買付行為に反

対であったとしても、当該買付提案についての反対意見の表明や、代替案の提示により株主を説得する

に留め、原則として対抗措置はとらない。但し、大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、

当該大規模買付行為が当社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を著しく損なうと判断される場合には、例外的に当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重し、

また、必要に応じて株主総会の承認を得た上で、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を守ることを

目的として、買収防衛を行うために必要かつ相当な範囲で、前記(f)の対抗措置の発動を決定することが

できるものとした。

(h) 本プランは、平成26年６月27日開催の当社定時株主総会において議案として審議可決され、同日より効

力を発生し、その有効期限は平成29年６月開催予定の当社定時株主総会終結の時までとなっている。
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④本プランの合理性について(本プランが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて)

当社では、本プランの設計に際して、以下の諸点を考慮することにより、本プランが前記①の会社の支配に関

する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致するものであり、当社の会社役員の地位の

維持を目的とするものとはならないと考えている。

イ．買収防衛策に関する指針の要件を充足していること 　

本プランは、経済産業省および法務省が平成17年５月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の確保また

は向上のための買収防衛策に関する指針の定める三原則(企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前

開示・株主意思の原則、必要性・相当性確保の原則)を充足している。また、本プランは、企業価値研究会が平

成20年６月30日に発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」を踏まえた内容となってい

る。

ロ．株主共同の利益を損なうものではないこと　

本プランは、前記③イ．「本プランの目的」に記載のとおり、当社株式に対する買付等がなされた際に、当

該買付に応じるべきか否かを株主が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時

間を確保し、または株主のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値ひい

ては株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されたものである。

　本プランの更新は、株主の承認を条件としており、株主の意思によっては本プランの廃止も可能であること

から、本プランが株主共同の利益を損なわないことを担保していると考えられる。

ハ．株主意思を反映するものであること 

本プランは、平成26年６月27日開催の当社定時株主総会において、その更新について株主の意思を確認する

ため、議案として上程し審議可決された。

　また、更新後は本プランの有効期間の満了前であっても、株主総会において本プランを廃止する旨の決議が

行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、株主の意向が反映される。

ニ．取締役会の恣意的判断の排除 　

本プランにおける対抗措置の発動は、当社の業務執行から独立している委員で構成される独立委員会へ諮問

し、同委員会の勧告を最大限尊重するものとされており、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するよ

う、本プランの透明な運用を担保するための手続きも確保されている。

ホ．デッドハンド型買収防衛策ではないこと 　

本プランは、当社の株主総会において選任された取締役により構成される取締役会によって廃止することが

可能である。したがって、本プランは、デッドハンド型買収防衛策(取締役会の構成員の過半数を交代させても

なお、発動を阻止できない買収防衛策)ではない。なお、当社では取締役解任決議要件についても、特別決議を

要件とするような決議要件の加重をしていない。
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(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,106百万円である。

 

(5) 主要な設備

①当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は、次のとおりである。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完成予定
年月

完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

提出
会社

足利第一工場
(栃木県足利市)

プラスチック
　　事業

車輌内装用資材製造
設備

389 144 自己資金
平成28年
６月

平成29年
３月

生産能力の
増強

九州工場
(福岡県飯塚市)

産業資材事業
ウレタン製造設備
　及び建物新設

622 133 自己資金
平成28年
５月

平成29年
６月

生産能力の
増強

足利第二工場
(栃木県足利市)

プラスチック
　　事業

環境対策設備 509 78 自己資金
平成28年
６月

平成29年
12月

―

 

 

②前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に重要な変

更があったものは、次のとおりである。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
投資予定額
（百万円）

着手年月 完成予定年月 完成後の増加能力

提出会社
足利第二工場
(栃木県足利市)

産業資材事業 断熱資材製造設備 370 平成28年８月 平成29年８月 生産能力の増強

 

(注)　前連結会計年度末の計画は、完成予定年月平成29年３月であったが、完成予定年月が変更になった。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

(注)平成28年６月29日開催の第96回定時株主総会決議に基づき、平成28年10月１日付にて株式の併合（普通株式10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を７億株から７千万株に変更）を実施したため、発行可能株式総数は

630,000,000株減少し、70,000,000株となっている。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,362,714 18,362,714
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 18,362,714 18,362,714 ― ―
 

(注)平成28年６月29日開催の第96回定時株主総会決議に基づき、平成28年10月１日付にて株式の併合（普通株式10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を７億株から７千万株に変更）を実施したため、発行済株式総数は165,264,433

株減少し、18,362,714株となっている。

また、平成28年５月26日開催の取締役会決議により、平成28年10月１日付にて単元株式数を1,000株から100株に変

更している。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年10月１日 △165,264 18,362 － 14,640 － 3,660
 

(注)平成28年６月29日開催の第96回定時株主総会決議に基づき、平成28年10月１日付にて株式の併合（普通株式10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を７億株から７千万株に変更）を実施したため、発行済株式総数は165,264千株

減少し、18,362千株となっている。　

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないので、直前の基準日である平成28年９月30日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式

1,650,000
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

180,728,000
180,728 ―

単元未満株式
 普通株式

1,249,147
― ―

発行済株式総数 183,627,147 ― ―

総株主の議決権 ― 180,728 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式150株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

  平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株
式）　　　　　アキレス
株式会社　　　

東京都新宿区北新宿二丁
目21番１号

1,650,000 ― 1,650,000 0.90

計 ― 1,650,000 ― 1,650,000 0.90
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はない。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,957 8,634

  受取手形及び売掛金 26,966 24,848

  電子記録債権 987 1,971

  商品及び製品 9,410 9,309

  仕掛品 1,480 1,621

  原材料及び貯蔵品 1,801 2,086

  繰延税金資産 918 304

  その他 1,005 1,135

  貸倒引当金 △54 △84

  流動資産合計 50,473 49,827

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,734 7,265

   機械装置及び運搬具（純額） 5,103 4,753

   土地 4,940 4,679

   建設仮勘定 38 409

   その他（純額） 576 516

   有形固定資産合計 18,393 17,625

  無形固定資産 539 434

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,093 3,865

   退職給付に係る資産 1,780 2,012

   繰延税金資産 2,058 1,988

   その他 723 882

   貸倒引当金 △54 △160

   投資その他の資産合計 8,601 8,588

  固定資産合計 27,534 26,647

 資産合計 78,007 76,475
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 14,589 14,500

  短期借入金 2,315 2,229

  未払金 3,876 3,571

  未払法人税等 279 320

  その他 4,430 3,767

  流動負債合計 25,489 24,389

 固定負債   

  長期借入金 3,000 3,000

  長期未払金 9 9

  繰延税金負債 470 363

  退職給付に係る負債 5,073 4,858

  資産除去債務 356 364

  ＰＣＢ廃棄物処理引当金 66 50

  固定負債合計 8,976 8,647

 負債合計 34,466 33,036

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 14,640 14,640

  資本剰余金 9,742 9,742

  利益剰余金 18,055 18,863

  自己株式 △81 △674

  株主資本合計 42,357 42,572

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,056 1,152

  繰延ヘッジ損益 △388 238

  為替換算調整勘定 888 △459

  退職給付に係る調整累計額 △373 △65

  その他の包括利益累計額合計 1,183 865

 純資産合計 43,541 43,438

負債純資産合計 78,007 76,475
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 65,207 62,718

売上原価 52,209 49,416

売上総利益 12,998 13,301

販売費及び一般管理費   

 運送費及び保管費 3,942 3,914

 広告宣伝費及び販売促進費 866 782

 貸倒引当金繰入額 12 140

 給料手当及び福利費 4,463 4,226

 退職給付費用 162 310

 旅費交通費及び通信費 520 486

 減価償却費 167 149

 その他 1,499 1,447

 販売費及び一般管理費合計 11,635 11,457

営業利益 1,362 1,844

営業外収益   

 受取利息 10 3

 受取配当金 53 80

 還付消費税等 180 ―

 持分法による投資利益 104 109

 不動産賃貸料 58 51

 その他 149 166

 営業外収益合計 556 410

営業外費用   

 支払利息 47 26

 為替差損 14 29

 その他 45 55

 営業外費用合計 107 112

経常利益 1,812 2,143
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

特別利益   

 固定資産売却益 1,964 513

 投資有価証券売却益 0 ―

 補助金収入 ― 58

 保険差益 1 9

 特別利益合計 1,965 581

特別損失   

 固定資産売却損 97 0

 減損損失 ※  129 ※  182

 固定資産除却損 51 81

 投資有価証券売却損 0 ―

 特別退職金 ― 178

 ＰＣＢ廃棄物処理費用 61 ―

 特別損失合計 340 443

税金等調整前四半期純利益 3,438 2,281

法人税、住民税及び事業税 411 561

法人税等調整額 725 179

法人税等合計 1,136 741

四半期純利益 2,301 1,540

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,301 1,540
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 2,301 1,540

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 343 95

 繰延ヘッジ損益 △110 626

 為替換算調整勘定 △92 △1,096

 退職給付に係る調整額 23 308

 持分法適用会社に対する持分相当額 △25 △252

 その他の包括利益合計 137 △317

四半期包括利益 2,438 1,223

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,438 1,223

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

これによる損益に与える影響は軽微である。

 
（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用している。
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(四半期連結損益計算書関係)

※ 減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上している。

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

用途 種類 場所

遊休資産 建物及び土地 埼玉県ふじみ野市
 

当社グループは、管理会計上の事業区分をもとに資産のグルーピングをしている。また、遊休資産については個別物

件単位でグルーピングを行っている。

上記、埼玉県ふじみ野市の資産について、遊休状態にあり、将来の用途が定まっていないため、帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失（129百万円）として特別損失に計上している。その内訳は、建物及び構築物

98百万円、土地30百万円、その他0百万円である。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、備忘価額により評価している。

 
当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

用途 種類 場所 金額

営業所 建物及び構築物等 福岡県福岡市 23百万円

営業所 建物及び構築物等 福岡県糟屋郡 70百万円

工場 建物及び構築物等 栃木県佐野市 88百万円
 

当社グループは、管理会計上の事業区分をもとに資産のグルーピングをしている。また、賃貸用資産及び遊休資産に

ついては個別物件単位でグルーピングを行っている。

福岡県福岡市及び福岡県糟屋郡の資産は、当該営業所の移転決定に伴い、売却する予定であるため、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上している。その内訳は、建物及び構築物23百万

円、土地70百万円である。

栃木県佐野市の資産は、当該工場の移転決定に伴い、売却する予定であるため、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上している。その内訳は、建物及び構築物44百万円、解体費用43百万

円である。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定評価額等に基づき算定している。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りである。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

   減価償却費 1,910百万円 　1,871百万円

   のれんの償却額 25百万円 　16百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 740百万円 ４円 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 　732百万円 　４円 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
シューズ
事業

プラスチック
事業

産業資材
事業

計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

売上高       

　外部顧客への売上高 13,715 28,852 22,639 65,207 ― 65,207

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 127 384 511 △511 ―

計 13,715 28,979 23,023 65,719 △511 65,207

セグメント利益 △575 1,853 1,632 2,910 △1,547 1,362
 

(注)１．セグメント利益の調整額△1,547百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般管理費）であ

る。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、埼玉県ふじみ野市の資産について、遊休状態にあり、将

来の用途が定まっていないため、減損損失を計上している。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累

計期間においては129百万円である。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
シューズ
事業

プラスチック
事業

産業資材
事業

計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

売上高       

　外部顧客への売上高 12,448 28,053 22,216 62,718 ― 62,718

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 125 401 526 △526 ―

計 12,448 28,178 22,618 63,244 △526 62,718

セグメント利益 △1,018 2,565 1,939 3,486 △1,641 1,844
 

(注)１．セグメント利益の調整額△1,641百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般管理費）であ

る。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「シューズ事業」セグメント及び各報告セグメントに配分していない全社資産において、営業所の移転決定に伴

い、売却する予定であるため、減損損失を計上している。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計

期間においては「シューズ事業」セグメントが70百万円、各報告セグメントに配分していない全社資産が23百万円

である。

「産業資材事業」セグメントにおいて、工場の移転決定に伴い、売却する予定であるため、減損損失を計上して

いる。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては88百万円である。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 124円52銭  84円57銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 2,301 1,540

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額(百万円)

2,301 1,540

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,483 18,216
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　２．平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定している。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。　
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２ 【その他】

第97期(自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日)中間配当については、平成28年11月８日開催の臨時取締役

会において、これを行わない旨を決議した。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月６日

アキレス株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   津   田   良   洋   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   美 久 羅  和  美   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアキレス株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アキレス株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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